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論文内容要旨
 人一L血管移植に関連して,すでに,人工血管の長期生者が期待される時間を経過した後に発生
 する人工血管吻合部破裂は通常,仮性動脈瘤を形成することから吻合部動脈瘤として注目されて
 いる。吻合部動脈瘤は人工血管移植例の5～10%に発生し,その発生は,移植血管の脱落を意
 味する。そればかりでなく,大動脈における吻合部動脈瘤の発生は死の転帰をたどる場合もあり,
 人工血管移植の重大な晩期合併症と考えられている。吻合部動脈瘤の原因については,感染,縫
 合糸の劣化,人工血管,動脈硬化症,高血圧症などが論じられているが,未だ明確ではない。人
 』口liL管吻合部動脈瘤の発生原因を知り,その予防対策をたてる目的で,臨床例の検討,病理組織
 学的検討,更に実験的に研究した。
 1吻合部動脈瘤の臨床的,病理組織学的検討
 1)対象及び方法;1966年3月よりig76年2月迄に経験した人工血管吻合部動脈瘤症例
 は11症例で,発生した吻合部動脈瘤は14例であった。この14例の動脈瘤につき,人工血管
 吻合部動脈瘤の発生因子を検討した。また病理組織学的に,人工血管に対する器質化,人工血管
 に対する組織反応,宿主動脈の構造の変化,縫合糸の変化について観察した。
 2)結果;基礎疾患;14例中9例が動脈硬化症であった。人工血管の種類;平織りテフロン管
 に4例発生していたが,あや織りダクロン管にも3例発生していた。縫合糸の種類;生体中で抗
 張力の振下する絹糸に8例発生したが,抗張力が低下しない人工合成繊維にも5例,発生した。
 移植部位;関節にまたが一)て移植されていた人工血管は14例中12例で,関節運動に関係なく
 発生した動脈瘤は2例のみであった。感染;ユ例のみであった。血圧;検索出来た12例中9例
 はIE常血圧であった。血中コレステロール値;平均178±32留/di。CRP;陽性3例,陰性
 5例,不明6例であった。人工血管の器質化1検索出来た11例中良好なもの5例,不良なもの
 6例であった。人工血管に対する組織反応;組織反応は巨細胞の発生として観察された。巨細胞
 は検索出来た10例中8例に発生し,テフロン管にも,ダクロン管にも発生した。縫合糸の変化;
 正常な状態で人工血管側についていたもの2例と,断裂したもの1例が確、1忍された。宿主動脈瘤
 の構造の変化;動脈壁の病的変性,一・部欠損等,動脈壁の脆弱性を示したものは,検索出来た7
 例中6例に認められた。
 H血管吻合部強度に関する実験的研究
 1)実験目的,方法;血管吻合部を構成する,動脈,縫合糸,人工血管の吻合部治癒に果たす役
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 割を知るために,自家製抗張力測定装置を用いて実験的に血管吻合部の抗張ガを測定した。吻合
 部の強度を,個体差を除くために,正常動脈の抗張力に対する吻合部抗張力の百分率として表現
 した。
 2、実験結果;実験1却;縫合糸の血管吻合部強度に及ぼす影響ドンリュウラット92匹を用
 いて,ラットの腹部大動脈に縫合糸として,絹糸(42匹),ナイロン糸仁25匹),テフデ・ソ
 ク糸(25匹),を用いてr自L管吻合部を作成し,経時的に血管吻合部の強度を測定した。その糸、li
 果,ナイロン糸,テフデック糸では15目以降,血管吻合部強度が…定化したのに対し,絹糸で
 は30日以降にようやく強度が一定化した,。尚,本実験中,吻合部動脈瘤が7例発生L.た。その
 原因は,縫合糸のしめすぎによる動脈壁の障害であったと考えられた。実験(B);高コレステ
 ロール拝iL症の血管吻合部強度に及ぼす影響一家兎24頭を川い,このうち11頭にコレステロ
 ール食を投与し,実験的に動脈硬化症を作成した。家兎の腹部大動脈にlrll管吻合チ“1を作成し,i5
 日間経過した後,コレステロール負荷群と[E常食群のrlll管吻合部強度を測定した。その糸、「1果,1E
 常食群の由L管吻合部の強度89翼6に対し,コレステロール食負荷群の吻合部強度はδ2%で・有
 意の差はみられなかった。実験(C);動脈外膜損傷の血管吻合部強度に及ぼす影響一一実験IBl
 で用いた家兎の右総頚動脈に血管吻合部を作成し,外膜を剥離したのち血管吻合したものを外膜
 久損群とし,外膜を保存して血管吻合したものを外膜保存群としたD(外膜欠損群;it頭,外
 膜保存群io頭)15日間経過した後,吻合部の強度を測定した糸、Il果,外膜保存群の血管吻合部
 強度119.5%であ・つたのに対し、外膜欠損群の吻合部強度は63%であった。有,直llの差で,外
 膜欠損群の吻合部強度は減じていた。実験(D);人工血管器質化の吻合部強度に果す役割一一
 雑種成犬29頭を用い,腹部大動脈に中枢側吻合部は非吸収性縫合系(テフデ・ソク),末梢側吻
 合部は吸収性縫合糸(P・1yGlycolicAcidsllture・PGA,)を用いて人一rlて11管を移植した。
 経時的にテフデック吻合とPGA吻合部の強度を測定した結果,PGA吻合部の強度は,Iorヨ迄
 テフデック吻合部の強度と同程度の値であったが,縫合糸PGAの抗張力が消失する30日以降
 は,テフデック吻合部の強度の2/3に低'ドした。なお,本実験の全経過中(60日間),吻合部
 破裂は,1例も,i恵められなかった。
皿結論
 1)吻合部動脈瘤の発生因子には(lA)主として関節運動による吻合部への外力,(B)主とし
 て宿主動脈の脆弱化による縫合線の抗張力の低下,(G)人工血管の器質化不良,が重要因子と
 して挙げられた。2)吻合部動脈瘤の発生には,縫合線の抗張力の低下と人工血管の器質化不全
 とが共存しているr」∫能性が高い。3}吻合部動脈瘤の発生予防には,更に器質化のよい人工血管
 0)開発が望まれる。
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 審査結果の要旨
 腹部大動脈瘤,末梢動脈瘤,閉塞性動脈硬化症,腎血管性高血圧症をはじめとして,人工血管
 移植術を行う症例が多い。しかし,吻合部治癒機転が完成したと考えられる時期以後に,吻合部
 動脈瘤の形成という重篤な合併症に遭遇することがある。従来この吻合部動脈瘤の発生原因に対
 しては,系統的な研究がなされておらず,発生原因の究明と防止法の確立が望まれて来た。本研
 究は,吻合部動脈瘤の発生原因を臨床的実験的に解明しようとしたものである。
 臨床的,病理組織学的に自験14例の吻合部動脈瘤について,使用人工血管の材料,織り方,
 縫合糸,感染の有無,移植部位(関節にまたがるかどうか),血圧,コレステロール,病理組織
 等の面より解析を加えている。巨細胞の発生を重視しているようである。
 実験的には,ラット,家兎,雑種成犬の腹部大動脈瘤を用いて,種々の吻合を作成し,吻合部
 強度を経時的に測定している。興味あることは,ラットで吻合部動脈瘤の発生が認められたこと
 である。
 家兎における実験で,コレステロール負荷群と正常食群の間で吻合部強度上有意の差が認めら
 れなかったとしている。病理組織学的に,コレステロール負荷の大動脈壁の変化は,内膜にのみ
 限局し,中膜に変化が及んでいないことに注目する必要があり,臨床的に認められるように,中
 膜にも動脈硬化性病変の及ぶより高度な動脈硬化を作成すれば,異った結果が得られたものと思
 われる。しかし、外膜損傷群で,吻合部強度が著明に低下しているのは、臨床上重要な示唆を与
 えるものと高く評価する。
 吻合部強度は,縦軸方向の強度のみ測定し,円周方向の強度が測定されていない点は指摘され
 るが,同一標本で両者同時に検索し,しかも病理組織もみるという点になると技術的に困難と思
 われる。
 臨床的検討と実験的検討の結果が,必ずしも結びつかない点もあるが,特に実験的研究が理づ
 めで段階的に行われており,類似の研究が殆んどないことと相俟って,人工血管移植に関しては,
 幾多の重要な点を指摘し,血行再建術と新しい人工血管の開発発展に寄与するところ大で,学位
 授与に値する。
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